








































































































































































































































































































































































その他 ・まとめ方が上手になる  
・文章表現がよくなった  
・カンファレンスがうまくできるようになった  
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るために、組織だった科学的方法を用いて行う系統
的な探究である」
9）
といわれているように、看護研
究とは深く追究して看護という現象の本質や真相を
つかむことであるため、看護研究によって研究テー
マについての本質や真相を明らかにしたという体験
が、普段行っている看護援助の根拠の重要性に気づ
くきっかけとなり、このような気づきをきっかけと
して「看護援助に対する思い」に変化が生じるので
はないかと考える。
　「患者に対する思い」は、患者の気持ちに思いを
馳せるようになるという変化であり、「患者の気持
ちにそったかかわりをしようという思いがより強く
なる変化」ということができると思われる。このよ
うな変化は、特に研究が患者の意識・認識・認知な
どに関するものである場合に、文献検討段階、デー
タ集約段階、論文作成段階など研究のあらゆる段階
において今まで想像したことのない患者の思いに気
づくきっかけがあり、ここでの気づきをきっかけと
して「患者に対する思い」に変化で生じるのでない
かと考える。
　「チームワークに対する思い」は、リーダー・メ
ンバーは互いに協力し合おうと思うようになる変化
であり、「リーダーシップ・メンバーシップをうま
く機能させようという思いがより強くなる変化」と
いうことができると思われる。このような変化は、
「研究計画書の役割は、グループで研究を行う場合
に、グループの合意形成のうえで大変重要である。
研究計画書は、研究の意図や方法などに関して、研
究者同士の共通認識や意思統一などを保証するもの
である」
10）
といわれているように、多くの場合、臨
床での看護研究はグループで行うため、研究を進め
ていくうえで、適宜、研究のリーダーは研究メン
バーと意見調整を図っていく必要があるが、この意
見調整を図りながら研究を進めていくなかで、チー
ムワークの重要性に気づくきっかけがあり、このよ
うな気づきをきっかけとして「チームワークに対す
る思い」に変化が生じるのではないかと考える。
　「業務改善に対する思い」は、普段行っている仕
事をよくしていこうと思うようになる変化であり、
「ルーチンで行われている業務をより効果的・効率
的にしていこうという思いがより強くなる変化」と
いうことができると思われる。このような変化は、
「看護研究に取り組む目的について 3位までの優先
順位をつけた回答を求めた結果、看護研究推進担当
者が認識する最も優先順位が高い目的はスタッフ教
育であり、次に患者サービスの向上、業務改善であっ
た」
11）
といわれているように、臨床においては業務
改善を目的とした研究が多いことにより、業務改善
に関する研究によって業務改善に対する新たな知見
や方法を見いだすことができたという体験が、現在
行っているさまざまな業務の問題点に気づくきっか
けとなり、このような気づきをきかっけとして「業
務改善に対する思い」に変化が生じるのではないか
と考える。
　「自己研鑽に対する思い」は、もっと知識を得よ
うと思うようになる変化であり、「学んでいこうと
いう思いがより強くなる変化」ということができる
と思われる。このような変化は、「研究者が、既存
の研究の上に自らの研究を積み重ねていくために
は、そのトピックに関してなにがすでに知られてい
るかを理解することが不可欠である。文献の丁寧な
検索が、新しい知識を積み上げる基盤となる」
12）
と
いわれているように、研究においては十分な文献検
討を行うが、この文献検討が現在の自分の知識の曖
昧さ・不十分さに気づくきっかけとなり、このよう
な気づきをきかっけとして「自己研鑽に対する思い」
に変化が生じるのではないかと考える。
２　「看護研究」体験前後での仕事の仕方における
変化
　表２と表４から明らかなように、「看護研究」体
験前後での仕事の仕方における変化で看護師・病棟
師長に共通していたカテゴリーは、「看護援助の仕
方」「思考の仕方」「自己表現の仕方」「チームワー
クのはかり方」「仕事に対する取り組み姿勢」「自己
研鑽の仕方」であった。
　「看護援助の仕方」は、根拠を意識した看護援助
がみられるようになる、研究結果を活かした看護援
助がみられるようになるなど変化であり、「根拠に
基づいた看護援助ができるようになる変化」という
ことができると思われる。このような変化は、「看
護援助に対する思い」で述べたように看護研究とは
深く追究して看護という現象の本質や真相をつかむ
ことであるため、看護研究によって研究テーマにつ
いての本質や真相を明らかにしたという体験が、普
段行っている看護援助の根拠の重要性に気づくきっ
かけとなり、この気づきを意識的に看護援助に活か
していくことで「看護援助の仕方」に変化が生じる
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のではないかと考える。
　「思考の仕方」は、焦点化して考えられるように
なる、多角的に考えられるようになる、論理的に考
えられるようになるなどの変化であり、「看護に対
する考えに深まりと広がりがみられるようになる変
化」ということができると思われる。このような変
化は、「（看護研究の）疑問を解く一番最初の段階
は、初めに疑問として生じたことをよく吟味、分析
して、その疑問をいくつかの要素に分けたり（細分
化）、それらの要素の間にどんな関係があるのかを
想定したり（構造化）して、疑問の焦点を絞ること
である」
13）
、「研究プロセスは、まず、研究課題をはっ
きりさせるまでは、自分でその課題に関して過去の
成果を調べたり、人に尋ねたり、あるいはそれらを
もとにいろいろと頭の中で考えたりする『思考』の
世界である」
14）
、「研究という手段によって知識を
創り出す場合には、その知識を導き出すプロセスが
筋道だっていなくてはならない」
15）
「考察は、得ら
れた結果の概要を述べ、そのような結果が得られた
理由や結果の意味を解釈していく部分である。他の
文献との比較検討も行って結果の意味を十分吟味す
る」
16）
といわれているように、看護研究を行うさい
は、研究内容を焦点化して研究テーマを決定する、
研究計画を論理的に考える、考察においては多角的
に検討を行うなど看護研究すべての過程において考
えるという知的活動が必要となるため、このような
知的活動を体験することによって「思考の仕方」に
変化が生じるのではないかと考える。
　「自己表現の仕方」は、自分の意見を伝えられる
ようになる、自分の意見を言うようになるなどの変
化であり、「自分の意思を伝えられるようになる変
化」ということができると思われる。このような変
化は、「研究計画書の役割は、グループで研究を行う
場合に、グループの合意形成のうえで大変重要であ
る」
17）
、「（研究の焦点を絞るさいは）頭のなかで考え
をめぐらせるだけではなく、考えていることを書い
てみるなど言語化して表現すること、そして周囲の
人とテーマ周辺のディスカッションを大いにするこ
とである」
18）
「研究の営みにとって、新しい知識の発
見は当然重要であるが、その発見をいかに多くの看
護専門家に伝え、実践に役立ててもらうかが大切で
ある。そのためには、得られた結果をわかりやすく
表現する工夫を身につけておく必要がある」
19）
とい
われているように、看護研究を行うさいは、自分の
考えを言語化して他のメンバーと合意形成のために
話し合う、研究結果をわかりやすく論文としてまと
める、研究結果をわかりやすく発表するということ
が必要になるため、このような体験によって表現力
が鍛えられることで「自己表現の仕方」に変化が生
じるのではないかと考える。
　「チームワークのはかり方」は、リーダーシップ・
メンバーシップが発揮されるようになる、スタッフ
同士の関係がよくなるなどの変化であり、「チーム
ワークが円滑に機能するようになる変化」というこ
とができると思われる。このような変化は、「チー
ムワークに対する思い」で述べたように多くの場合、
臨床での看護研究はグループで行うため、適宜、研
究のリーダーは研究メンバーと意見調整を図りなが
ら研究を進めていく、研究メンバーが協力し合って
研究を進めていくという体験によってチームで物事
を達成することの重要性やチームで物事を達成する
さいの方法がわかるようになり「チームワークのは
かり方」に変化が生じるのではないかと考える。
　「仕事に対する取り組み姿勢」は、仕事に積極的
に取り組むようになる、仕事に自信を持つようにな
る、仕事に対する責任感がでてくるなどの変化であ
り、「看護師として仕事を行っていくうえでのコン
ピテンス（有能感）がみられるようになる変化」と
いうことができると思われる。このような変化は、
「コンピテンスに対する動機づけにより、これまで
の学習に充足感を得ると同時に、自己効力感や自己
責任性を強める」
20）
といわれているように、看護研
究を行い、研究成果が得られたという達成感や満足
感はコンピテンスを強め、この強まったコンピテン
スは、自己効力感を強めることによって「仕事に対
する取り組み姿勢」に変化が生じるのではないかと
考える。
　「自己研鑽の仕方」は、知識を得るようになる、
研修会や学習会に参加するようになるなどの変化で
あり、「自己学習行動がみられるようになる変化」
ということができると思われる。このような変化は、
「自己研鑽に対する思い」で述べたように研究にお
いては十分な文献検討を行うが、このさいに知識の
曖昧さ・不十分さに気づく、新たな知見に気づき知
的好奇心が刺激される、また、研究メンバーと話し
合うなかで知識の曖昧さ・不十分さに気づくという
体験によって、自己の自己研鑽のあり方を振り返る
きっかけとなり、この振り返りによって自己研鑽へ
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の意欲が高まることで「自己研鑽の仕方」に変化が
生じるのではないかと考える。
　次に、看護師の仕事の仕方の変化にのみあったカ
テゴリーについてみていく。「患者・家族へのかか
わり方」の変化は、患者の話を聞くようになる、患
者の気持ちに配慮するようになるなどの変化であ
り、「患者・家族の思いを受けとめてかかわろうと
いう行動がみられるようになる変化」ということが
できると思われる。このような変化は、「患者に対
する思い」で述べたように、特に研究が患者・家族
の意識・認識・認知などに関するものである場合に、
文献検討段階、データ集約段階、論文作成段階など
研究のあらゆる段階において今まで想像したことの
ない患者の思いに気づくきっかけがあり、この気づ
きをきっかけとして患者・家族へのかかわり方を考
えることによって「患者・家族へのかかわり方」に
変化が生じるのでないかと考える。
Ⅶ　研究の限界と今後の課題
　今回の研究は、「看護研究」を行う前後での比較
においての仕事に対する思い・仕事の仕方の変化で
あるが、「看護研究」体験後 1年を経過した看護師
を対象としているため、「看護研究」体験以外の体
験も今回の結果に影響していることは否めない。ま
た、今回の研究は、対象数が看護師 38 人、看護師
長 14 人の結果からの見解であるため、今後も同様
の調査を行い、見解の妥当性を高めていく必要があ
る。
Ⅷ　結論
　「看護研究」前後での仕事に対する思い・仕事の
仕方の側面から臨床看護師の行う「看護研究」体験
が及ぼす仕事上の変化について以下のことが明らか
になった。
１　看護研究を行った看護師が認識する「看護研
究」体験前後での仕事に対する思いの変化につい
ては、「看護に対する思い」「看護援助に対する思
い」「患者に対する思い」「チームワークに対する
思い」「業務改善に対する思い」「自己研鑽に対す
る思い」などがある。
２　看護研究を行った看護師が認識する「看護研究」
体験前後での仕事の仕方における変化について
は、「看護援助の仕方」「患者・家族へのかかわり
方」「思考の仕方」「自己表現の仕方」「チームワー
クのはかり方」「仕事に対する取り組み姿勢」「自
己研鑽の仕方」などがある。
３　看護研究を行なった看護師に対する病棟師長が
認知する「看護研究」体験前後での仕事に対する
思いの変化については、「看護に対する思い」が
ある。
４　看護研究を行った看護師に対する病棟師長が認
知する「看護研究」体験前後での仕事の仕方にお
ける変化については、「看護援助の仕方」「思考の
仕方」「自己表現の仕方」「チームワークのはかり
方」「仕事に対する取り組み姿勢」「自己研鑽の仕
方」がある。
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